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本資料は、2018年9月期中間決算の業績に関する情報の提供を目的としたものであり、当社が発行する有価証券の投資を勧誘することを目的としたものではありません。

また、本資料は2018年5月10日現在のデータに基づいて作成されております。本資料に記載された意見や予測等は、資料作成時点の当社の判断であり、情報の正確性、安全性
を保証し又は約束するものではなく、また今後、予告なしに変更されることがあります。



企業概要

創 業
決 算 期
資 本 金
発行済株式数

代 表 取 締 役

収益セグメント

本 社
事 業 所
連 結 子 会 社
連 結 従 業 員
加 盟 団 体

～歴史あるチャレンジ企業～

事業方針

2018年3月末現在

1922年2月11日
9月決算
9億8,966万円
6,375,284株

代表取締役社長 三森 茂

■電気工事業
①送電線事業 （架空送電線工事・地中送電線工事・変電所工事・土木工事等の測量、設計、保守点検）
②設備事業 （電気設備工事・再生可能エネルギー設備工事・省エネ設備工事・防災防犯設備工事の設計、保守点検）
■建物管理業
①マンション管理組合代行業務 ②建物設備メンテナンス業務 ③アパート・マンション・ビル清掃・管理業務
④各種 建物設備工事、修繕工事

東京都豊島区南池袋1-10-13
■ 東北送電事業本部・中部送電事業部・石巻営業所・関西営業所
■ ㈱東京管理 【出資比率100％】
145名・・・・・電気工事業112名 建物管理業33名
(一社)送電線建設技術研究会 (一社)日本鉄塔協会 (一社)日本電気協会 (一社)日本電設工業協会
(一社)東北経済連合会 (一社)東京都電設協会 (一社)大阪電業協会 東京都電気工事工業組合

送電線建設協力会 特暴連・地区特防協
(一社)マンション管理業協会(同保証機構会員)(公社)全国ビルメンテナンス協会 (公社)東京ビルメンテナンス協会

建設業界において、
長年の実績を誇る当社は、現状の事業領域にとどまらず、
先進技術による工事・工法へも果敢に挑戦する事で
地球温暖化対策などの環境改善の貢献に加えて
先見性を持って、異分野の開拓にも積極的に活動します。

1Ⅰ．会社概要
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Ⅱ．収益セグメント
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■再生可能エネルギー発電所事業
■高圧変電所事業

『技術分野の融合』で全国展開

■設備事業（電気工事技術）
＆

■送電線事業（土木工事技術）

特別高圧、急傾斜地や水上型などの高難度の工事

受注獲得の優位性が高まる

平地・山岳地の区別なく、用地買い増しが必要ない
無支線鉄塔嵩上げ装置の独自開発

受注獲得の優位性が高まる

【1】質の高い技術者

■送電線事業

■当社の強み 『独自技術の提案型企業』

独自技術であるスカイランスならびにタワーリフター
工法を武器に、調査設計から施工に至る一貫性の
ある工事にも対応。長年培ってきた開発技術、および、

架線専属の現業社員による質の高い施工を活かした
技術提案型営業により、着実に増加する電力需要に
対応すべく日々たゆまぬ努力を続けています。

市街地の環境変化による
既成鉄塔の低地上高対策（鉄塔嵩上げ）問題

高技術の特別高圧変電所の工事風景

【2】独自の開発技術（鉄塔嵩上げ装置）
エナーク160

特許番号【第5980740号】

3Ⅲ．独自技術の提案型営業で全国展開

【3】大手電力会社との取引実績

送電工事のエキスパート企業

皆野太陽光発電所 2.0Ｍｗ【埼玉県秩父郡】

※最大45度の旧勾配斜面にて行った高難易度工事

全国で数少ない 「マスターラインマン」 が数名在籍



4Ⅳ．業績推移

売上高【左軸】と営業利益【右軸】の推移
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【百万円】
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【百万円】

■建物管理業
■設備事業
■送電線事業

～歴史あるチャレンジ企業～
【新分野の開拓】

再生可能エネルギー高圧変電所工事の開始

16/9期



18/9期中間 期初予想との差異

※期初予想の業績予想数値

①

単位：百万円 （切り捨て）
18/9期中間

【期初予想】

■電気工事業

① ■送電線事業

② ■設備事業

2,098

（920）

（1,178）

■建物管理・清掃業 475

売上高 2,574

売上高総利益 457 

販売管理費 446  

営業利益 11

経常利益 9

当期利益 7

110.9％

18/9期中間

【実績】

公表予想

差額

2,344

（962）

（1,382）

＋246

439 ▲35

2,784 ＋ 210

507 ＋ 50

448 ＋ 1

59 ＋ 48

57 ＋ 48

44 ＋ 37

② ②－①

１．【売上高】 期初の業績予想に対して 達成率 108.2％

（１） ■送電線事業・・・・・・・「高難度技術」で差別化事業である 特高変電所工事の推進
（２） ■設備事業・・・・・・・・・「労働生産性」が高い 再生可能エネルギー発電所工事の建設は計画通り
（３） ■建物管理業・・・・・・・優秀人材の採用で、建物巡回清掃業の管理棟数の増加推進

2．【売上高総利益】 期初の業績予想に対して 達成率110.9％

（１） ■送電線事業・・・・・・・収益性の高い送電線事業の複数件の対応と短工期の特高変電所工事が収益寄与
（２） ■設備事業・・・・・・・・・原価低減の見直しによる収益率の維持
（３） ■建物管理業・・・・・・・期初計画通り 売上高総利益率増加推進

予想比達成率

『労働生産性重視』

『原価低減の見直し』

5Ⅴ．経営指標 【2018年9月期 中間決算報告 Ｓｕｍｍａｒｙ】

■18/9期中間 決算ポイント



■ 【技術力】 急傾斜地の対応 ■特高変電所工事の推進 （高難度・短工期の受注）

6
Ⅵ．現況の事業活動内容 【労働生産性重視ー高圧変電所工事の強化】

業界のパイオニア

■送電線工事

高難度の技術力

■ 高圧変電所工事

１次変電所

事業価値の拡大で 『労働生産性』の向上

営業強化！

原子力発電所 工場

一般家庭

配電線

発電所（火力、水力、風力）

２次変電所



発電所施工実績 17発電所 合計61.0Ｍｗ

7
Ⅵ．現況の事業活動内容 【労働生産性重視ー再生可能エネルギー発電所事業の実績



※ システムインテグレータとは

企画、設計、開発、構築、導入、保守、などを一貫して
請け負う 発電システムインテグレーションを行う企業。

8
Ⅵ．事業活動内容 【再生可能エネルギー設備工事の一貫体制を構築】



2010年 2020年 2030年 2040年

380

340

300

260

220

180

【単位；億トン】

320億トン

2014年

360億トン

180億トン

平均気温の上昇を2℃未満 シナリオ

各国の約束草案シナリオ

■再生可能エネルギー

■燃料転換　　　　　　　
■原子力　　　　　　　　　
■炭酸ガス回収貯蔵

当社の既存事業

■省エネ

当社の新規参入事業

「平均気温の上昇を2℃未満に抑えるシナリオ」 のCO2削減量の内訳

※ （出所）2017年3月 国際エネルギー機関（ＩＥＡ）

１６

9
Ⅶ．今後の事業成長戦略 【環境・エネルギー市場の将来予測】



日本の最終エネルギー消費量は、製造業を中心とする「産業部門」が43％を占める

省エネ効果が遅れている「産業部門」はＦＥＭＳ※の導入が求められている

https://koujyou-syoene.com/

Ｎｅｗ

既存設備も活用しながら導入コストを抑え、投資回収期間を3年以内にした事例をご紹介！

■全国の工場事例レポート

■当サイトの無料サービス

■現場診断でコスト削減の提案 ■出張型相談会 ■月間メールマガジン発行

※ＦＥＭＳ
（工場向けエネルギー管理システム）

産業部門に求められるＦＥＭＳ（出所：日本電機工業会）最終エネルギー消費量の推移（出所：資源エネルギー庁）

１６１６
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Ⅶ．今後の事業成長戦略 【新分野の開拓に挑戦ー省エネ関連事業への新規参入】

■ウェブサイトの開設【2018年3月27日】



E T S
Environment

環境
Technologi

技術
Safety

安全

2017年12月22日 当社は山加電業株式会社から 「株式会社ETSホールディングス」 に社名を変更致しました

※ 上記の「Technologi」は「Technology」の造語。
次世代の技術にチャレンジしていく企業文化を表現しました。

１６１６
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Ⅶ．今後の事業成長戦略 【新商号に変更 異分野の開拓に挑戦】

「新商号への想い」

約96年の実績の中で培われた『当社の技術力』は、人々の暮らしを支えるインフラ整備促進のパイオニアとして
の地位を高める中で、安全な現場環境、自然環境保護にも大いに貢献してまいりました。

今後は、企業ブランドを活用して、単一事業にとらわれることなく幅広い事業展開を目指していくこと、
地球温暖化対策への貢献及び先進技術による工事・工法へも果敢にチャレンジしていくこと、その他
異分野の開拓に対しても予断を持たずに挑戦していくことで新たな１００年企業を創造し、企業グループ
の価値向上を目指します。



リンクされたイメージを表示できません。ファイルが移動または削除されたか、名前が変更された可能性があります。リンクに正しいファイル名と場所が指定されていることを確認してください。

～当社は「歴史あるチャレンジ企業」として、健全な事業活動を実行し 社会に貢献しております～

パラリンアートとパートナー契約を締結

Ｎｅｗ

１６１６
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Ⅷ．ＣＳＲ活動

左：セイン・カミュ理事 樣 右：当社 代表取締役社長

調印式に対する感謝状授与の写真

■パラリンアートとは・・・
【法人】 一般社団法人 障がい者自立支援機構
【設立】 2011年12月5日
【理事】 松永昭弘 樣 （創業者）

セイン・カミュ 樣（タレント） 他4名
【登録アーティスト】 640名 （2017年12月末）

■事業活動の内容

障がい者アーティストと
“ひとつのチーム”になり、
社会保障費に依存せず、
民間企業・個人の継続協力で
障がい者支援できる社会貢献型事業。

障かい者がアートで
夢を叶える世界を作る

http://paralymart.or.jp/


